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全国の調査サイトを対象としたサイト間交流会を開催しました全国の調査サイトを対象としたサイト間交流会を開催しました全国の調査サイトを対象としたサイト間交流会を開催しました全国の調査サイトを対象としたサイト間交流会を開催しました全国の調査サイトを対象としたサイト間交流会を開催しました

今回の表紙今回の表紙今回の表紙今回の表紙今回の表紙：：：：：野焼き後に咲いたキスミレ野焼き後に咲いたキスミレ野焼き後に咲いたキスミレ野焼き後に咲いたキスミレ野焼き後に咲いたキスミレ

中池見湿地の調査員による調査発表会

　調査員同士の情報共有や調査のフォローアップを行うため、福井県敦賀市にてサイト間交流会を開催しました。併
せて、開催地にあるコアサイト「中池見湿地」では今年で調査５年目を迎えることから、モニタリング調査の活動
を一般の方に広く知っていただくため、NPO法人ウェットランド中池見と共催で現地見学会と発表会を開催しまし
た。2日間のイベントには、里地調査の6人の検討委員や環境省生物多様性センター職員、調査サイトとしては宍塚
の里山（茨城）、天覧山・多峯主山周辺景観地（埼玉）、穂谷の里山（大阪）、五月山緑地（大阪）、佐久良川中流（滋
賀）、中池見湿地（福井）、金沢大学角間キャンパス内里山ゾーン（石川）、呉羽丘陵（富山）の8サイトの調査員が

残雪が見られる中池見湿地の現地見学会

集まり交流を深めました。
＜２月２６日　現地見学会＞
　今年は全国的に大雪となったため、現地見学会は雪の影響を心
配していましたが、当日は春を思わせる暖かい日となりました。
現地見学会には、一般の参加者やスタッフも入れて47人が参加し
ました。中池見湿地の調査員が湿地の歴史や自然について案内す
る中、産卵後間もないニホンアカガエルの卵塊やメダカの群れ、
カヤネズミの古い球巣などを観察することができました。中池見
湿地の魅力を満喫しつつ、調査活動の様子も知ることができまし
た。
＜２月２７日午前　調査発表会＞
　翌日は、敦賀市内にて中池見湿地の調査員が植物、鳥類、チョ
ウ類、カヤネズミ、中・大型哺乳類について調査発表を行いまし
た。1人15分という短い時間の発表でしたが、植物調査では調査
結果から外来植物が集中しているところが分かり、駆除対策に活
かしていることや、鳥類調査では小さい面積に161種もの鳥類が
確認されていること、チョウ類では都市に生息するタイプの種数
が増加傾向にあること等が報告されました。各項目の検討委員の
コメントや質疑応答も活発になされ、中池見湿地の調査員からは
「5年の節目としてよい機会になった」と感想をいただきました。
当日はスタッフも入れて53人が参加し、テレビ局や新聞社も取材
に来ました。
＜２月２７日午後　サイト間交流会＞
　調査発表会後、午後から里地調査関係者を対象としたサイト間
交流会を開催し、35人が集まりました。はじめに、中池見湿地を
除く7サイトが各サイトの活動紹介を行いました。各サイトとも
活動紹介だけでなく調査結果についても発表があり、さながら
「調査発表会」のような雰囲気でした。 サイト間交流会　各サイトの活動発表
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～センサーカメラを使った哺乳類調査の現場より～    No.3 「２代目参上！」

説田健一　岐阜県博物館
一般サイト「岐阜県百年公園」
（岐阜県関市）
2009年10月、ひさしぶりにアルビノのタヌキが撮影されました。
前回撮影されたのは2004年のこと。その子孫でしょうか。今年
度の調査では、併用している動画カメラがペアで行動する様子も
とらえました。3代目が待ち遠しいです。　

事務局より　愛知県のサイトでもアルビノタヌキが撮影されており、里地調査では2例目です。白くてもちゃんとペアになれてよかった

　　　　　　ですね。♪センサーカメラで撮れたお気に入りの写真をぜひ事務局までお知らせください！速報でご紹介させていただきます。

タヌキ

こんなこんなこんなこんなこんな
写真が写真が写真が写真が写真が
撮れました撮れました撮れました撮れました撮れました

　その後、調査項目で①植物・カヤネズミ、②チョウ
類・水・ホタル、③哺乳類・鳥類・カエル類、の3グ
ループに分かれ、検討委員を交えて調査の方法や課題
などを話し合いました。①グループでは「イネ科図鑑
がほしい」、「グリーンツーリズムのイベントの午後に
調査をすると、参加者が集まりやすい」、②グループで
は「水位の記録は、調査地にノートを置いて調査に来
た人が記録する」、「雪解け日を記録するとよいデータ
になる」、③グループでは「哺乳類の最終同定の結果を
フィードバックしてほしい」、「哺乳類写真のエピソー
ドを交えた展覧会などを開くのはどうか」等の調査方
法や参加者を増やすためのアイディアが出され、内容
の濃い交流会となりました。
　参加者からは「先生方にアドバイスをもらうことが
できてよかった」、「複数項目の話題を一緒に行うこと
で総合的な話ができた」、「今後も、調査結果を発表す
る場をつくってほしい」といった意見がありました。
今後もサイト同士の有意義な交流の場をつくりますの
で、今回参加できなかった方も次の機会にはぜひご参
加ください。

調査手法の伝達に役立つ調査調査手法の伝達に役立つ調査調査手法の伝達に役立つ調査調査手法の伝達に役立つ調査調査手法の伝達に役立つ調査
マニュアル概要版ができましたマニュアル概要版ができましたマニュアル概要版ができましたマニュアル概要版ができましたマニュアル概要版ができました

活動の広報のために活動の広報のために活動の広報のために活動の広報のために活動の広報のためにﾎﾟｽﾀｰﾎﾟｽﾀｰﾎﾟｽﾀｰﾎﾟｽﾀｰﾎﾟｽﾀｰ、、、、、ﾊﾟﾜｰﾊﾟﾜｰﾊﾟﾜｰﾊﾟﾜｰﾊﾟﾜｰ

ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ資料をご活用ください資料をご活用ください資料をご活用ください資料をご活用ください資料をご活用ください
　調査の取り組みを広く知っていただくために、パンフ
レット以外に事業ポスターおよびパワーポイントデータ
を作成しました。ポスターは地域の公民館、学校、観察
センターなどの掲示物や環境フェアなどのブース展示の
資料として、そしてパワーポイントデータは、調査の取
り組みを説明するときに役立ちます。パワーポイントの
データは自由に加工して構いません。皆さんの発表の場
面に応じてお使いください。
　これらの広報用資料や調査マニュアルの概要版は下記
のモニ1000里地調査ウェブサイトからダウンロードで
きます。ポスターは各サイトに1部郵送しますので、ぜ
ひご活用ください。
※モニ1000里地調査ウェブサイト「調査員の方へ」
http://www.nacsj.or.jp/project/moni1000/
investigator.html

人為的インパクト調査の調査マニュアル概要版 事業紹介ポスター（B2版、A3版の2種類）

　春を迎え、新しい調査員が加わるサイトも多いのでは
ないでしょうか。現在の調査マニュアルは入力方法や細
かい注意点が記載されていますが、調査の初心者には手
に取りにくいものでした。そこで、イラストや図を使っ
て調査方法を分かりやすくまとめた資料「調査マニュア
ル概要版」を作成しました。人為的インパクト調査と
中・大型哺乳類調査がウェブサイト（右）からダウン
ロードできますので、新しい調査員の方に説明する際な
どにお役立てください。

サイト間交流会　各項目に別れての話し合い
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→もっと詳しく知りたい方に
＊１　ラムサール条約と条約湿地
http://www.env.go.jp/nature/ramsar/conv/3.html
＊２　水田決議（農水省の報道発表資料）
http://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kankyo/081105.html

ラムサール条約湿地の候補となっている
コアサイト「中池見湿地」

調査員からの声調査員からの声調査員からの声調査員からの声調査員からの声

白木　弘一さん

一般サイト「宇治白川里山（京都府宇治市）」担当

ＮＰＯ法人　ビオトープネットワーク京都　

写真：ＮＰＯ法人ビオトープネットワーク京都より提供

　ご先祖から受け継いだ平等院近くの休耕田と雑木林を活用して欲しいと、平成１５年に会員の中から依頼がありました。
これが宇治白川里山です。
　私たちが里山復元を始めたころは、お茶畑は営農されていましたが、水田の大部分が休耕田でした。最初に始めた里山復
元作業は孟宗竹の伐採と休耕田の草刈りです。草刈り中に、カヤネズミの丸い巣がいくつも出て来ましたが、最初は「これ
は何だろう？」と大して気にもとめずに作業を進めていました。その後、全国カヤネズミネットワークの講演会を聞く機会
があり、また、自然観察指導員の観察会でカヤネズミを実際に手に乗せて観察することができて、何と可愛らしい生きもの
だと感動しました。
　里山管理作業を始めてから、毎月第３土曜日を定例会として、会員の他に一般参加者の人達との交流が進みました。サワ
オグルマ、サワヒヨドリ、ギンリョウソウ、スミレ類、タツナミソウなど多くの野草の他、ヤマアカガエル、モリアオガエ
ル、ジムグリなど都会ではほとんど見ることができない生きものとの出会いを楽しむことができ、こんな豊かな自然を子供
達に伝えていきたいと思いました。
　平成２０年、モニ１０００里地調査が始まり、多くの会員達からの要望により宇治白川里山をサイト登録しました。平成
２１年迄は、休耕田の草刈りを私たち会員の自主的管理に任されていたため、カヤネズミ営巣用のカヤ場（刈り残し区域）を
つくっていました。
　平成２２年には、休耕田として登録してあるから７月初旬までに全域除草をしなさい、と地主さんから指示がありました
（京都府水田農業推進協議会の指導）。そこで、やむなく全域を除草したところ、その年はカヤネズミの巣が全く見られなく
なりました。私たちの白川里山エリアばかりではなく、この盆地全域でカヤネズミの巣は見つかりませんでした。環境が整
えばカヤネズミは戻って来てくれるはずです。来年からは、色々と対策を考えてみるつもりです。

しらき　こういち

うじしらかわさとやま

カヤネズミ生息サイトを訪問してカヤネズミ生息サイトを訪問してカヤネズミ生息サイトを訪問してカヤネズミ生息サイトを訪問してカヤネズミ生息サイトを訪問して
明治大学農学部　岩本菜々子　倉本宣

者の不足」などが多くのサイトの方から挙げられまし
た。
　今回、現地ヒアリングに協力いただいた9ヶ所とも草
地の周辺環境や、土地利用、私有地・公有地、そして面
積などの全く異なるサイトでした。そのため各サイトの
カヤネズミ保全に関する課題も多様であることが分かり
ました。しかしどのサイトでも、調査員の皆様がご自分
の調査地をとても大切にされていて、サイトに生息する
生きもの全体を守るために力を尽くしていらっしゃるこ
とを感じました。
　アンケートとヒアリングではカヤネズミのことだけで
なく、そのサイトの生物多様性保全のための取り組み
や、保全している生きもののことを教えていただき、と
ても勉強になりました。お忙しい中、アンケート、ヒア
リングにご協力して下さった調査員の皆さま、本当にあ
りがとうございました。

図　カヤネズミ調査の目的（岩本・倉本　未発表）

　私はカヤネズミ調査の調査員の方にアンケートとヒア
リングに協力していただくことで、生息草地に関する社
会学的な課題を明らかにするための研究を行いました。
私がこの研究を始めたのは、カヤネズミの営巣調査を自
分の調査地である東京都町田市で行っているうちに、カ
ヤネズミが今後生息していけるかどうかは、生息草地の
保全活動をしている人たちにかかっていると考えるよう
になったためです。保全活動の現状や課題を明らかにす
ることで、保全活動の役に立つことが分かるのではない
かと考えてこの研究を行いました。
　12ヶ所のカヤネズミ調査参加サイトの調査員の方にア
ンケートとヒアリングに協力していただき「調査に参加
する目的」、「カヤネズミ生息草地として問題だと思って
いることは何か」などを調査しました。また、現地ヒア
リングのために9ヶ所のサイトに伺い、調査員の方々に
現地を案内していただきました。
　そのアンケートとヒアリングの回答から、調査員の方
のカヤネズミ調査に参加する目的は「里山を守りたい
（16人）」が最も多くなり、カヤネズミのみでなく里山と
いう生態系全体を守っていきたいと考えている人が多い
ことが分かりました（右図）。
　カヤネズミ生息草地保全上の課題として、「草地保全
計画がないこと」、「調査員と管理者が連携できないこ
と」、「管理者のカヤネズミ保全意識が低いこと」、「管理



4

モニタリングサイト1000里地調査速報No.7

写真提供：石井実

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ
里やまをめぐる保全の動き里やまをめぐる保全の動き里やまをめぐる保全の動き里やまをめぐる保全の動き里やまをめぐる保全の動き

福田　真由子

                                   No.1　「ギフチョウの数が激減しました（チョウ類調査）」

 質 問　 日本海側の調査サイト　Iさん

※各地の調査員が抱える調査手法や調査結果の疑問について、検討委員の方に答えていただくコーナーです。
　今回は2/27のサイト間交流会で出た話題の中から抜粋しました。

 2010年のチョウ類調査でギフチョウの数が非常に少なくなりました。業者らしい人も来ている
ので、その影響かと心配しています。どんな影響が考えられるでしょうか。

 回 答 　モニ1000里地調査検討委員（大阪府立大学）　石井実さん
ギフチョウは、太平洋側では約6割の地域で既に絶滅したのに対して、日本海側の産地は比較的
よく残されています。このチョウは配偶行動のために山頂に集まる習性があり、乱獲も心配され
ますが、なぜか2010年は全国的に記録が少なく、休眠から覚めたサナギや羽化したばかりの成
虫が春先の寒波のために生き残れなかったとする説があります。今後も継続して調査を行い、植
生の状態や気候との関係を解析し、原因を明らかにしてはどうでしょう。

調査のギモンＱ＆Ａ調査のギモンＱ＆Ａ調査のギモンＱ＆Ａ調査のギモンＱ＆Ａ調査のギモンＱ＆Ａ　　　

里地里山保全活動行動計画が里地里山保全活動行動計画が里地里山保全活動行動計画が里地里山保全活動行動計画が里地里山保全活動行動計画が

99999月に策定されました月に策定されました月に策定されました月に策定されました月に策定されました
　昨年の10月に愛知県名古屋市で開催された生物多様
性条約第10回締約国会議（COP10）の期間中は、里山の
保全に関しても様々な動きがありました。日本が提唱
してきた「SATOYAMAイニシアティブ」が持続可能な利
用に係る本会議の決議で採択されたほか、併せて
「S A T O Y A M A イニシアティブ国際パートナーシップ
（IPSI）」が発足し、51の国や機関が参加して国際的に
推進していくことになりました。また国内向けにも、こ
のCOP10 開催にあわせて「里地里山保全活用行動計画」
が策定・公表されました。
　この行動計画は生物多様性国家戦略の分野別行動計
画として策定されたもので、国だけでなく地方自治体
や市民など多様な主体が参加して、里山の保全・活用
を国民的運動として展開していこうとするものです。
その重要施策として「里地里山の現状把握とモニタリ
ングの推進」が挙げられ、生物多様性の観点から効果
的な取り組みとなるようモニタリング調査を行いなが
ら順応的管理を進める重要性が明記されており、「モニ
タリングサイト1000里地調査」の取り組みが先進事例
としてとして紹介されてました。
　全国に先駆けて生物多様性地域戦略を策定した千葉
県流山市や福岡県北九州市では、市内でモニタリング
調査を行っていくことが定められ、モニタリングサイ
ト1000里地調査の活動もその一環として位置づけられ
ています。この行動計画は地元の自治体・企業・一般市
民における里山保全活動の手引きとなるものですので、
皆さんの地域の生物多様性地域戦略や地域の保全計画
の中にモニタリング調査を位置づけ、調査を活かした
里山の保全活動を進めていただきたいと思います。

　日本の豊かな生物多様性を地域ぐるみで保全していく
ことを目指して「地域における多様な主体の連携による
生物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律
（生物多様性保全活動促進法）」が、昨年12月に成立、公
布されました。
　この法律では、①国が生物多様性国家戦略に沿って基
本方針を定める、②市町村がこの基本計画に基づき地域
連携保全活動の促進に関する計画を作成する、③保全活
動計画を行おうとするNPO団体などは市町村に計画を提
案できる、④地方公共団体は関係者間の連携・協力や助
言を行う拠点を確保するように努める、といったことが
定められました。
　具体的な保全活動計画の認定方法や手続きはまだ決
まっていませんが、この法律によって地域の保全活動に
NPO団体など市民団体が積極的に係る仕組みが法的にも
示されたことで、一層市町村との連携が進み、地域一体
となった保全活動の促進が期待できます。
　2011年1月～3月に全国9ヵ所で開催されたこの法律
に関する説明会・意見交換会では、会場から「地方公共
団体による支援センターの整備の見込みはあるのか」、
「結果的に悪影響を及ぼさないよう科学的な知見に基づ
く活動の実施を担保することが重要」など多くの意見が
出されました。東京会場では約150人もの自治体・企業・
市民団体等が集まりこの法律に対する期待の高さが感じ
られました。
　環境省では2011年秋に基本方針を施行することを目
指し、4月中旬にパブコメを実施し、検討会を行いなが
ら2011年の７月頃の策定・公表を行う予定です。皆様
も今後の行方に注目していただきたいと思います。詳し
い資料は環境省のウェブサイトに掲載されています。

生物多様性保全活動促進法が生物多様性保全活動促進法が生物多様性保全活動促進法が生物多様性保全活動促進法が生物多様性保全活動促進法が

1212121212月に成立しました月に成立しました月に成立しました月に成立しました月に成立しました
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高川　晋一

これまでの調査結果から　これまでの調査結果から　これまでの調査結果から　これまでの調査結果から　これまでの調査結果から　～気になるお隣の調査方法の事情～～気になるお隣の調査方法の事情～～気になるお隣の調査方法の事情～～気になるお隣の調査方法の事情～～気になるお隣の調査方法の事情～

図2：全国の調査サイトにおける、ホタル類およびカエ
ル類調査の調査間隔の頻度分布。各サイトの調査頻度は、
2010年の毎回の調査から、次の調査までの平均的な間隔
（日数）を求めた。

高川　晋一

　全国規模での調査も3年目を迎え、調査員の皆さんも調査
にずいぶん慣れてきたことと思います。一方で、毎回の調査
にかなりの時間がかかる、調査ルートが長い、など苦労され
ている方も多いと思います。「いったい隣のサイトではどれ
くらいの調査をしているのだろう？？」という気になる疑問
に答えます。

植物植物植物植物植物・・・・・鳥類鳥類鳥類鳥類鳥類・・・・・チョウ類チョウ類チョウ類チョウ類チョウ類
ルートの長さルートの長さルートの長さルートの長さルートの長さ

　植物相・鳥類・チョウ類の3項目の調査では、定められた
ルートを定期的に歩いて調査を行います。この調査ルートの
長さについて全国集計を行った結果、図1・上のようになり
ました。調査ルートの長さの全国平均は、植物相が2.0km、鳥
類が1.4km（規定は1km）、チョウ類が2.7kmでした。中には
毎回5km以上の調査をされているサイトも見られました。ち
なみにこの全国の調査ルートの総延長は約400km、全国の調
査員が一年で歩く合計距離は約5,000kmに上ります！

区間数区間数区間数区間数区間数

　これらの調査では景観によって調査ルートをいくつかの
「区間」に区切って調査するのですが、特に植物相調査では
区間数が調査労力に大きく関わります。調査区間の数につい
ても全国集計を行ったところ、図1・下の結果となりました。
植物相については3～4区間のサイトが最多となっていたも
のの、10区間前後のサイトも少なくありませんでした。全国
平均は植物相が5.5区間、鳥類は4.0区間、チョウ類は8.1
区間となっており、最高区間数はそれぞれ13、8、24区間！
となっていました。各サイトとも想像以上に長いルート、多
い区間数で調査をされており、その努力量はすばらしいもの
ですが、頑張りすぎていないか心配です。調査ルートや区間
の設定は見直しできますので、他のサイトを参考に長く続け
られる方法をご検討ください。

ホタル類ホタル類ホタル類ホタル類ホタル類・・・・・カエル類カエル類カエル類カエル類カエル類
調査の頻度調査の頻度調査の頻度調査の頻度調査の頻度

　ホタル類やカエル類の調査では、産卵期や成虫発生期に定
期的な調査を行います。ホタル類調査は7～10日おき、カエ
ル類調査は2週間おきに、少なくとも1回調査を行うことを
推奨しています。2010年の調査データを使って、この2項目
の調査の頻度についても全国集計を行ってみました。その結
果、調査頻度の全国平均はカエル類で7.0日に1回、ホタル
類で6.3日に1回と、多くのサイトが規定の頻度以上の高い
頻度で調査していました（図2）。中には毎日あるいは2～3
日に1回という高い頻度で、シーズン中に20回以上という猛
烈な調査を行っているサイトもみられました。

図1：全国の調査サイトにおける3項目の調査ルートの
長さ（上図）および区間数（下図）の頻度分布図。
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図3：全国の6つのサイトにおける、ヘイケボタルの記録個体数の季節推移。縦軸はサイト内の合計記録個体数を表す。

発行：環境省自然環境局生物多様性センター
作成：財団法人 日本自然保護協会
〒104-0033 東京都中央区新川1-16-10 ミトヨビル2F
TEL：03-3553-4104　／　FAX:03-3553-0139 　　　　ウェブサイト：
メールアドレス：moni1000satochi＠ nacsj.or.jp ＜モニ1000里地＞http://www.nacsj.or.jp/project/moni1000

担当：保全研究部　福田・高川 　　　　　　　　　    ＜里モニ＞http://www.nacsj.or.jp/project/satomoni

　　今回の表紙：大分県竹田市「久住草原」
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調査結果から調査の時期と調査結果から調査の時期と調査結果から調査の時期と調査結果から調査の時期と調査結果から調査の時期と

頻度を考える頻度を考える頻度を考える頻度を考える頻度を考える
　調査マニュアルでは調査精度と継続性のバランスを
とって調査精度が落ちない最低限の頻度を設定していま
すが、サイトの方からは「その頻度では精度が落ちる」、
「昔からこの頻度で調査を行っている」といった言葉を
いただきます。下の図3は、そういった熱心なサイトの
ヘイケボタル調査の結果を示したものです。当然サイト
によって個体数や発生時期は違っています。さらに分か
ることは、どのサイトも数年であれば劇的な環境の変化
は生じていないと思われるものの、同じサイトでも年に
よって発生ピークの時期やその時の個体数が変わる、と
いうことです。里地調査では、自然変動や環境変化に伴
うこのような年変化を捉えたいと考えています。図3か
らは、本当の「発生ピークの日の個体数」を記録に残す
にはその日がいつか分からないためかなり高頻度で調査
する必要があることが分かります。しかし、規定の頻度
で調査を行ったことで調査日が本当のピーク日から1週
間ほどずれたとしても、その年の個体数の多い少ないの
傾向は把握でき、十分モニタリングのデータとして使え
ます。
　ホタル成虫発生の季節変動のあり方はサイトによって
実に個性豊かだと思います。何年か調査を行って発生
ピークのおよその時期やその年の気候による発生のずれ

を経験的につかんだり、そこにお住まいの地権者の方
にご協力していただいて日頃の観察情報を常に得るこ
とで、調査を特定の時期に集中させてより効率的な調
査ができると思います。
　なお、カエル類では新しい卵塊の「総数」を記録する
ことを目的とするため産卵シーズンを通じた調査が必
要となりますが、写真1のように記録した卵塊にマーキ
ングを毎回つけていけば、調査回数を抑えながら正確
な調査ができるようになります。
　記録をまとめたり独自の工夫をしながら、皆さんの
調査地に適した「無理のない」調査時期・頻度を見いだ
していただければと思います。それにしても、これだけ
高い精度のデータが全国規模で収集されるのも、情熱
をもったボランティア調査員に支えられた里地調査な
らではと言えます。事務局としては嬉しいことではあ
りますが、調査員の皆さん、くれぐれも頑張りすぎない
で下さい！！

写真：アカガエルの卵塊
へのマーキングの様子
（一般サイト「天覧山・多
峯主山周辺景観緑地」に
て）。このサイトでは園芸
ポールなどを利用してい
るが、竹製の割り箸など
でもよい。事前にカラー
絶縁テープを巻いておき、
種や調査日によって色を

変えておくとさらに便利。

マーキング棒

アカガエルの卵塊

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
個
体
数
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